
九
人

「
信
巻
」

一一一
問
答
の
背
景
に
つ
い
て本

願
寺
派

安

方

哲

爾

序

宗
祖
親
鷲
聖
人
（
以
下
、
｛
一
日
制
と
略
称
）
は
『
教
行
信
証
』
「
信
巻
」
に
、

問
。
如
来
本
願
己
発
至
心
信
楽
欲
生
誓
、
何
以
故
論
主
言
了
心
也
。
答
。
愚
鈍
衆
生
解
了
為
令
易
弥
陀
如
来
難
発
三
心
、
浬
繋
真

因

唯

以

信

心

、

是

故

論

、

玉

合

三

為

一

歎

。

（

『

真

聖

人

玉

」

二

｜

五

九

）

問
ふ
。
如
来
の
本
願
巳
に
至
心
信
楽
欲
生
の
誓
を
発
し
た
ま
へ
り
、
何
を
以
の
故
に
論
主
一
心
と
一
ゴ
一
口
ふ
也
。
答
。
愚
鈍
の
衆
生
解

了
易
ら
令
ん
が
為
に
弥
陀
如
来
三
心
を
発
し
た
ま
ふ
と
難
も
、
浬
般
市
の
真
岡
は
唯
信
心
を
以
て
す
、
是
の
故
に
論
主
三
を
合
し
て

一
と
為
せ
る
歎
。

と
、
『
大
経
」
の
三
心
と
天
親
の
『
浄
土
地
師
」
の
「
一
心
」
を
対
望
さ
せ
、
こ
の
一
心
こ
そ
が
往
生
成
仏
の
真
因
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
『
浄
土
論
」
の
一
心
の
語
が
出
さ
れ
て
あ
る
が
、
二
二
問
答
の
中
身
は
『
論
』
を
中
心
に
し
て
釈
を
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
そ
れ
で
は
宗
祖
の
「
一
一
二
問
答
」
の
背
景
は
何
か
。
そ
れ
は
善
導
の
「
散
善
義
」
一
二
心
釈
が
背
景
と
な
っ
て
い
る
と
窺
え
る
。

特
に
三
心
釈
を
承
け
て
元
祖
法
然
聖
人
（
以
下
、
元
祖
と
略
称
）
が
『
選
択
集
』
三
心
章
に
独
自
の
釈
を
な
さ
れ
て
い
る
。



ま
た

『
往
生
札
讃
』

の
二
一
心
釈
に
は
、

具
此
三
心
必
得
生
也
。
若
少
一
心
即
不
得
生
。

（
『
真
聖
全
」

一
ー
六
四
九
）

此
の
三
心
を
具
し
て
必
ず
生
を
得
る
也
。
若
し
一
心
少
け
ぬ
れ
ば
即
ち
生
を
得
ず
。

と
あ
り
、
こ
の
「
一
心
少
け
ぬ
れ
ば
」
と
い
う
語
は
浄
土
願
生
者
に
と
っ
て
は
ま
こ
と
に
厳
し
い
一
一
百
葉
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
く
に

至
誠
心
の
扱
い
に
つ
い
て
は
元
祖
の
上
に
種
々
の
解
釈
が
見
ら
れ
る
。
（
三
、
元
祖
の
「
至
誠
心
釈
」
に
お
い
て
述
べ
る
）
宗
祖
は
こ

の
語
を
釈
し
て
「
唯
信
紗
文
意
」
に
、

「
若
少
一
心
」
と
い
ふ
は
、
若
は
も
し
と
い
ふ
、
ご
と
し
と
い
ふ
、
少
は
か
く
る
と
い
ふ
、
す
く
な
し
と
い
ふ
、

一
心
か
け
ぬ
れ

ば
む
ま
る
、
も
の
な
し
と
な
り
。

一
心
か
く
る
と
い
ふ
は
信
心
の
か
く
る
な
り
、
信
心
か
く
る
と
い
ふ
は
本
願
真
実
の
三
信
心
の

か
く
る
な
り
c

「
観
経
」
の
三
心
を
え
て
の
ち
に
『
大
経
」

の
三
信
心
を
う
る
や
二
心
を
う
る
と
は
い
ふ
な
り
。
こ
の
ゆ
へ
に

『
大
経
」

の
三
信
心
を
え
ざ
る
を
ば
了
心
か
く
る
と
い
ふ
な
り
。
こ
の
一
心
か
け
ぬ
れ
ば
実
報
土
に
む
ま
れ
ず
と
な
り
。

（
『
真
聖
全
』
二
1
1
1
1

六
三
四
）

と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

『
大
経
」
と

『
観
経
」

の
三
心
を
対
望
し
、
ま
た
元
祖
の
三
心
釈
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
宗
祖
の
三
心

一
心
の
釈
の
背
景
を
窺
っ
て
み
た
い
。

一、
「
必
可
具
足
三
心
」

の
釈

『
選
択
集
」
「
三
心
章
」
に
は
「
念
仏
行
者
、
必
可
具
足
三
心
之
文
」
（
「
真
聖
全
』

足
す
可
き
之
丈
）
と
い
う
語
が
標
章
の
丈
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
必
ず
三
心
を
具
足
す
べ
き
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
で
あ

一l
l
九
五
七
）
（
念
仏
の
行
者
、
必
ず
三
心
を
具

ろ
う
か
。
「
念
仏
の
行
者
に
は
自
ず
か
ら
三
心
が
具
足
し
て
い
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
「
念
仏
を
行
じ
て
い
て
も
、
ゴ
一

「
信
巻
」
二
二
問
答
の
背
景
に
つ
い
て

九
九



「
信
巻
」
一
一
一
一
問
答
の
背
景
に
つ
い
て

。。

心
を
具
さ
な
け
れ
ば
往
生
で
き
な
い
」
と
言
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

『
和
語
灯
録
」
「
諸
人
伝
説
の
詞
」
に
、

善
導
本
願
の
丈
を
釈
し
給
ふ
に
、
至
心
信
楽
欲
生
我
国
の
安
心
を
略
し
給
ふ
事
、
な
に
心
か
あ
る
や
。
答
え
て
の
給
は
く
、
衆
生

称
念
必
得
往
生
と
し
り
ぬ
れ
ば
、
自
然
に
三
心
を
具
足
す
る
ゆ
へ
に
、
こ
の
こ
と
は
り
を
あ
ら
は
さ
ん
が
た
め
に
略
し
給
へ
る
也
。

（
『
真
聖
全
』
四
！
六
七
六
）

た
ず
し
三
心
ぞ
四
修
ぞ
な
ん
ど
申
事
の
候
は
、

み
な
南
無
阿
弥
陀
仏
は
決
定
し
て
往
生
す
る
ぞ
と
お
も
ふ
う
ち
に
お
さ
ま
れ
り
。

（
「
真
聖
全
』
四
六
七
九
）

上
人
お
ほ
せ
ら
れ
て
い
は
く
、
今
度
の
生
に
念
仏
し
て
来
迎
に
あ
づ
か
ら
ん
う
れ
し
さ
よ
と
お
も
ひ
て
、
踊
躍
歓
喜
の
心
の
お
こ

り
た
ら
ん
人
は
、
自
然
に
三
心
は
具
足
し
た
り
と
し
る
べ
し
。
念
仏
申
な
が
ら
後
世
を
な
げ
く
程
の
人
は
、
三
心
不
具
の
人
也
。

も
し
歓
喜
す
る
心
い
ま
だ
お
こ
ら
ず
ば
、
漸
漸
に
よ
ろ
こ
び
な
ら
ふ
べ
し
。
又
念
仏
の
相
続
せ
ら
れ
ん
人
は
、
わ
れ
三
心
具
し
た

り

と

し

る

べ

し

。

（

『

真

聖

全

』

四

六

八

一

）

（

l
）
 

と
あ
る
。
特
に
二
番
目
の
文
は
そ
の
中
身
が
『
一
枚
起
請
文
』
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
釈
の
中
心
は
、

疑
な
く
往
生
ス
ル
ソ
ト
思
と
り
テ
申
外
ニ
ハ
別
ノ
子
さ
い
候
は
す

た
、
往
生
極
楽
の
た
め
ニ
ハ
南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
て

（
『
浄
土
真
宗
聖
典
」
原
典
版
一
三
六
一
）

と
あ
り
、
三
心
に
当
た
る
も
の
と
し
て
は
「
疑
な
く
往
生
ス
ル
ソ
ト
思
と
り
テ
」
の
部
分
で
あ
り
、
こ
れ
は
善
導
の
深
心
釈
の
「
無
疑

無
慮
、
乗
彼
願
力
、
定
得
往
生
」
（
『
真
聖
人
王
』

こ
れ
ら
の
『
和
語
灯
録
』
の
語
は
、
「
念
仏
の
行
者
に
は
自
ず
か
ら
コ
一
心
が
具
足
し
て
い
る
」
と
い
う
意
味
に
と
れ
る
文
章
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
後
に
元
祖
の
二
了
心
釈
の
中
で
述
べ
る
よ
う
に
、
「
念
仏
を
行
じ
て
い
て
も
、
三
心
を
具
さ
な
け
れ
ば
往
生
で
き
な
い
」

と
い
う
意
味
に
窺
え
る
文
章
も
あ
る
。

一
ー
五
三
四
）
を
承
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。



一、
『
大
経
』

の
三
心
と

『
観
経
」

の
三
、
心

元
祖
に
は
『
大
経
』
の
三
心
の
釈
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
『
選
択
集
』
「
二
門
章
」
（
「
真
聖
全
』

集
』
を
引
用
さ
れ
て
い
る
。
「
偏
依
善
導
一
師
」
（
『
真
聖
全
』

一
九
二
九
）

の
最
初
に
「
安
楽

一
ー
ー
九
九

O
）
と
い
わ
れ
る
元
祖
が
最
初
に
道
悼
の

「
安
楽
集
」
の
聖

浄
二
門
判
を
ひ
か
れ
、
仏
道
に
は
聖
道
門
と
浄
土
門
と
い
う
二
つ
の
流
れ
が
あ
り
、
こ
の
選
択
本
願
の
念
仏
の
宗
旨
は
浄
土
円
で
あ
り
、

聖
道
門
と
は
立
場
を
異
に
す
る
こ
と
を
顕
さ
れ
る
。
そ
の
な
か
で
、

是
故
「
大
経
』
云
。
若
有
衆
生
、
縦
令
一
生
造
悪
、
臨
命
終
時
、
十
念
相
続
、
称
我
名
字
、
若
不
生
者
、
不
取
正
覚
。

（
『
真
聖
全
」

一
九
二
九
）

是
故
に
『
大
経
』
に
云
く
。
若
し
衆
生
有
り
て
、
縦
令
ひ
一
生
悪
を
造
れ
ど
も
、
命
終
の
時
に
臨
み
て
、
十
念
相
続
し
て
、
我
が

名
字
を
称
せ
ん
に
、
若
し
生
れ
ず
者
、
正
覚
を
取
ら
じ
。

と
本
願
加
減
の
文
を
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
本
願
加
減
の
丈
は
「
大
経
』
十
八
願
文
と
『
観
経
』
下
々
品
の
丈
を
合
致
さ
せ
た
も
の

で
あ
る
が
、
「
大
経
」
の
部
分
は
「
わ
が
名
字
を
称
せ
ん
に
、
も
し
生
れ
ず
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
」
と
い
う
文
で
あ
る
。
こ
の
丈
も

「
乃
至
十
念
」
の
意
を
取
ら
れ
て
あ
り
、
三
心
に
対
す
る
語
は
な
い
。

い
ま
、
『
安
楽
集
」
で
『
大
経
」
に
の
た
ま
わ
く
と
さ
れ
な
が
ら
、
『
観
経
」
下
々
品
の
語
を
合
致
さ
せ
た
の
か
は
、
僧
朗
師
の
『
選

択
集
戊
寅
記
』
（
『
真
宗
叢
書
」
六
｜
六
一
二
三
）
に
、

一
、
前
義
を
証
せ
ん
が
た
め
の
故
な
り
。

二
、
驚
師
を
相
承
す
る
が
故
な
り
。

三
、
両
経
の
本
意
を
顕
わ
さ
ん
と
欲
す
る
が
故
な
り
。

「
信
巻
」
一
一
一
一
問
答
の
背
景
に
つ
い
て

。



「
信
巻
」
一
一
一
一
問
答
の
背
景
に
つ
い
て

。

の
聖
浄
二
門
判
に
お
い
て
二
由
一
証
を
出
さ
れ
る
、
そ
の
「
理
深
解
微
」
を
証
せ

（

2
）
 

ん
が
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
劣
機
往
生
の
旨
を
明
か
す
。
鷲
師
を
相
承
す
と
は
「
論
註
」
の
八
番
問
答
を
承
け
て
い
る
。
両
経
の
本

意
を
顕
す
と
は
、
『
大
経
」
に
は
「
十
方
衆
生
」
と
あ
っ
て
、
悪
機
が
現
れ
な
い
。
『
観
経
」
の
称
名
は
隠
顕
が
か
か
る
の
で
、
両
経
を

合
し
て
両
経
の
本
意
が
顕
れ
る
の
で
あ
る
。

『
大
経
』
の
コ
一
心
に
対
す
る
元
祖
の
立
場
は
一
貫
し
て
い
る
。
『
選
択
集
」
「
本
願
章
」
に
お
い
て
も
、
ま
ず
『
大
経
』
三
心
の
丈

と
あ
る
。
前
義
を
証
せ
ん
が
た
め
と
は
『
安
楽
集
』

（
『
真
聖
全
』

一
ー
ー
九
四

O
）
は
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
あ
と
『
観
念
法
門
』
と
『
往
生
礼
讃
」
の
本
願
加
減
の
丈
を
出
さ
れ
る
。

『
観
念
法
門
』

争
、
＋
J

匹、
l
l
 

若
我
成
仏
、
十
方
衆
生
、
願
生
我
国
、
称
我
名
字
、
下
至
十
声
、
乗
我
願
力
、
若
不
生
者
、
不
取
正
覚
。（
『
真
聖
全
」

一
九
四
O）

若
し
我
成
仏
せ
ん
に
、
十
方
の
衆
生
、
我
が
国
に
生
ぜ
ん
と
願
じ
て
、
我
が
名
字
を
称
せ
ん
こ
と
、
下
十
声
に
至
る
ま
で
、
我
が

願
力
に
乗
じ
て
、
若
し
生
れ
ず
者
、
正
覚
を
取
ら
じ
。

と
あ
り
、
「
往
生
礼
讃
』
に
は
、

若
我
成
仏
、
十
方
衆
生
、
称
我
名
号
、
下
至
十
声
、
若
不
生
者
、
不
取
正
覚
。
（
『
同
」
）
若
し
我
成
仏
せ
ん
に
、
十
方
の
衆
生
、

我
が
名
号
を
称
せ
ん
こ
と
、
下
十
声
に
至
る
ま
で
、
若
し
生
せ
ず
者
、
正
覚
を
取
ら
じ
。

と
あ
る
。
善
導
の
本
願
加
減
の
文
に
は
「
観
経
』
下
々
品
の
語
は
ひ
か
れ
て
い
な
い
。
『
観
念
法
門
」
は
願
生
（
欲
生
）

の
み
が
出
さ

れ
、
『
往
生
札
讃
」
で
は
三
心
が
略
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
釜
忌
情
守
の
釈
を
元
祖
は
承
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

い
ま
、
元
祖
が
「
本
願
章
」
で
十
八
願
文
を
出
さ
れ
る
の
に
三
心
の
釈
が
な
い
の
は
、
元
祖
の
十
八
願
観
は
「
念
仏
往
生
義
」
で
あ

り
、
諸
行
に
対
し
、
行
々
相
対
し
て
念
仏
一
行
で
顕
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

わ
ず
か
に
『
大
経
』
の
三
心
に
つ
い
て
の
釈
は
、
『
漢
語
灯
録
」
観
経
釈
に
、



凡
三
心
通
万
行
故
、
善
導
和
尚
釈
此
一
二
心
、
以
正
行
・
雑
行
二
行
。
今
此
経
三
心
、
即
開
本
願
三
心
。
爾
故
、
至
心
者
至
誠
心
也
、

信

楽

者

深

心

、

欲

生

我

国

者

回

向

発

願

心

也

。

（

『

真

聖

全

』

四

｜

一

二

五

二

）

凡
そ
三
心
は
万
行
に
通
ず
る
故
に
、
善
導
和
尚
此
の
三
心
を
釈
す
に
、
正
行
・
雑
行
の
二
行
を
以
て
す
。
今
ま
此
の
経
の
三
心
は
、

即
ち
本
願
の
三
心
を
聞
く
。
爾
る
故
は
、
至
心
と
者
至
誠
心
也
、
信
楽
と
者
深
心
な
り
、
欲
生
我
国
と
者
同
向
発
願
心
也
。

と
あ
り
、
『
大
経
」
の
コ
一
心
と
『
観
経
』
の
一
二
心
が
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
顕
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
元
祖
が
三
心
を
顕
さ
れ
る
と
き
は
必

ず
『
観
経
』
の
三
心
を
も
ち
い
ら
れ
で
あ
る
。

『
大
経
』
の
「
至
心
信
楽
欲
生
」
と
『
観
経
」
の
「
至
誠
心
深
心
回
向
発
願
心
」
の
関
係
で
あ
る
が
、
『
観
経
』
の
三
心
は
念
仏
・
諸

善
に
通
摂
す
る
名
目
で
あ
り
、
「
大
経
」
の
一
二
心
は
念
仏
に
局
る
名
目
で
あ
る
。

至
誠
心
は
浄
影
「
観
経
疏
」
に
は
「
一
者
誠
心
誠
謂
実
也
起
行
不
虚
実
心
求
去
故
日
誠
心
」
（
『
浄
全
」
五
｜
一
九
一
一
）
と
あ
り
、
天

台
『
観
経
疏
』
に
は
「
至
之
言
専
誠
之
言
実
」
（
『
浄
全
』
五
｜
一
一
一
五
）
と
あ
る
。

深
心
は
浄
影
「
同
」
に
は
「
二
者
深
心
信
楽
殿
山
至
欲
生
彼
国
」
と
あ
り
、
天
台
『
同
』
に
は
「
深
者
仏
果
深
高
以
心
往
求
故
云
深
心

亦
従
深
理
生
亦
従
厚
楽
善
根
生
」
と
あ
る
。

回
向
発
願
心
は
浄
影
「
同
』
に
は
「
三
者
廻
向
発
願
之
心
直
爾
趣
求
説
之
為
願
挟
善
趣
求
説
為
回
向
」
と
あ
る
。
天
台
『
同
」
に
は

回
向
発
願
心
の
釈
は
無
い
。

回
向
の
名
義
は
『
大
乗
義
章
」
（
「
大
正
』
四
四
六
三
六
下
）
に
「
回
向
不
同
。

回
向
」
と
あ
り
、
今
は
菩
提
回
向
の
意
で
あ
る
。

一
門
説
二
二
菩
提
回
向
。
二
衆
生
回
向
。
三
実
際

す
な
わ
ち
「
至
誠
心
深
心
回
向
発
願
心
」
は
自
ら
真
実
心
を
発
し
、
感
至
・
深
高
の
心
を
も
っ
て
、
仏
果
に
対
し
て
自
の
善
を
回
向

す
る
心
で
あ
る
。
こ
の
三
心
は
念
仏
に
局
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
諸
行
に
も
通
ず
る
。
ま
た
聖
道
門
に
も
通
ず
る
三
心
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
『
大
経
」
の
「
至
心
信
楽
欲
生
」
は
浄
土
教
の
名
目
で
あ
る
。
も
と
も
と
こ
の
「
至
心
信
楽
欲
生
」
を
二
一
心
と
み
る

「
信
巻
」
二
二
問
答
の
背
景
に
つ
い
て

。
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こ
と
が
出
来
る
の
は
「
観
経
』
の
二
一
心
に
対
望
す
る
か
ら
で
あ
り
、
「
至
心
」
は
「
心
を
至
し
て
」
と
訓
ず
れ
ば
「
真
実
心
」
の
意
は

な
い
。
「
欲
生
」
は
「
浄
土
に
生
ま
れ
た
い
と
欲
す
る
心
」
で
あ
り
、
浄
土
教
に
局
る
名
目
で
あ
る
。

宗
祖
は
「
化
巻
」
に
、

依
釈
家
之
意
、
按
『
無
量
寿
仏
観
経
』
者
、
有
顕
彰
隠
蜜
義
。
一
一
一
日
顕
者
、
即
顕
定
散
諸
善
、
開
一
二
輩
・
三
心
。
然
二
善
・
二
一
福
、

非

報

土

真

因

。

諸

機

三

心

、

自

利

各

別

而

非

利

他

了

心

。

（

『

真

聖

全

』

二

i
一
四
七
）

釈
家
之
意
に
依
て
、
『
無
量
寿
仏
観
経
」
を
按
ず
れ
者
、
顕
彰
隠
蜜
の
義
有
り
。
顕
と
言
者
、
即
定
散
諸
善
を
顕
し
、
三
輩
・
三

心
を
聞
く
。
然
に
二
善
・
三
福
は
、
報
士
の
真
因
に
非
ず
。
諸
機
の
三
心
は
、
自
利
各
別
に
し
て
利
他
の
一
心
に
非
ず
。

と
「
観
経
』
の
三
心
に
隠
顕
を
見
ら
れ
る
。
顕
説
の
義
で
は
自
力
の
三
心
で
あ
り
、
各
別
の
心
で
あ
る
。

今
問
題
と
し
た
い
の
は
、
「
欲
生
」
の
語
で
あ
る
。
「
欲
生
」
は
「
浄
土
を
願
生
す
る
」
と
い
う
意
で
あ
る
が
、
こ
の
語
を
『
観
経
」

の
「
回
向
発
願
心
」
と
対
望
し
た
と
き
に
「
欲
生
」
に
「
回
向
」
の
義
、
即
ち
「
利
他
」
「
衆
生
回
向
」
の
義
が
含
ま
れ
て
く
る
。
実

際
、
善
導
の
「
散
善
義
」
に
も
、

又
言
「
回
向
」
者
、
生
彼
国
己
、
還
起
大
悲
、
回
入
生
死
教
化
衆
生
、
亦
名
「
回
向
」
也
。
（
『
真
聖
人
玉
』
一

l
五
四
一
）

又
「
回
向
」
と
言
ふ
者
、
彼
の
国
に
生
じ
巳
り
て
、
還
て
大
悲
を
起
し
て
、
生
死
に
回
入
し
て
衆
生
を
教
化
す
る
、
亦
「
回
向
」

と
名
く
る
也
。

と
、
還
相
回
向
の
釈
が
出
さ
れ
て
い
る
。
『
大
乗
義
章
」
に
出
さ
れ
る
回
向
の
名
義
の
な
か
、
菩
提
回
向
の
み
で
は
な
く
衆
生
回
向
の

意
が
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
c

宗
祖
が
「
信
巻
」
欲
生
釈
で
、

次
言
欲
生
者
、
則
是
如
来
招
喚
諸
有
群
生
之
勅
命
。

次
に
欲
生
と
言
者
、
則
是
如
来
諸
有
の
群
生
を
招
喚
し
た
ま
ふ
之
勅
命
な
り
。

と
欲
生
を
約
仏
で
語
ら
れ
、

（
「
真
聖
全
』
二
六
五
）



是
故
如
来
持
哀
一
切
苦
悩
群
生
海
、
行
菩
薩
行
時
、
三
業
所
修
、
乃
至
一
念
一
利
那
、
回
向
心
為
首
得
成
就
大
悲
心
故
。

（
『
真
聖
全
」
二
六
六
）

是
の
故
に
如
来
一
切
苦
悩
の
群
生
海
を
幹
哀
し
て
、
菩
薩
の
行
を
行
ま
い
し
時
、
三
業
の
所
修
、
乃
至
一
念
一
利
那
も
、
回
向
の

心
を
首
と
為
し
て
大
悲
心
を
成
就
こ
と
を
得
た
ま
へ
る
が
故
に
。

と
、
如
来
の
大
悲
心
が
欲
生
の
体
で
あ
り
、

欲

生

即

是

回

向

心

、

斯

則

大

悲

心

故

、

疑

蓋

無

雑

。

（

『

真

聖

人

玉

」

二

｜

六

六

）

欲
生
即
是
回
向
心
な
り
、
斯
れ
則
ち
大
悲
心
な
る
が
故
に
、
疑
蓋
雑
こ
と
無
し
。

と
、
衆
生
の
上
の
欲
生
に
、
仏
の
大
悲
心
す
な
わ
ち
利
他
の
徳
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
顕
わ
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
「
大
経
」
の
欲
生

と
『
観
経
』
の
回
向
発
願
心
の
関
係
か
ら
で
あ
ろ
う
。

三
、
元
祖
の

「
至
誠
心
釈
」

一
元
祖
は
『
大
経
』
の
十
八
願
文
を
「
念
仏
往
生
の
願
」
と
見
ら
れ
、
「
乃
至
十
念
」
の
と
こ
ろ
で
語
ら
れ
る
。
し
か
る
に
『
観
経
』

に
「
具
三
心
者
必
生
彼
国
」
（
『
真
聖
全
」
一
ー
ー
六
O
）
と
あ
り
、
『
往
生
札
讃
」
に
「
若
少
一
心
即
不
得
生
」
（
「
真
聖
全
』
一
六
四

九
）
と
あ
り
、
三
心
が
無
け
れ
ば
往
生
出
来
な
い
と
あ
る
。
し
か
も
そ
の
三
心
の
内
容
が
至
心
で
は
、

一
者
至
誠
心
、
所
謂
身
業
礼
拝
彼
仏
、
口
業
讃
歎
称
揚
彼
仏
、
意
業
専
念
観
察
彼
仏
。
凡
起
三
業
必
須
真
実
故
名
至
誠
心
。

一
ー
六
四
八
・
九
）

（
『
真
聖
全
』

一
に
は
至
誠
心
、
所
謂
身
業
に
彼
の
仏
を
礼
拝
す
、
口
業
に
彼
の
仏
を
讃
歎
し
称
揚
す
、
意
業
に
彼
の
仏
を
専
念
し
観
察
す
。
凡

そ
三
業
を
起
す
に
必
ず
真
実
を
須
ひ
る
が
故
に
至
誠
心
と
名
く
。

「
信
巻
」
一
一
一
一
問
答
の
背
景
に
つ
い
て

一O
五



「
信
巻
」
一
一
一
一
問
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の
背
景
に
つ
い
て

一O
六

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
訓
点
は
『
真
聖
全
」
で
あ
る
が
、
本
来
は
「
凡
そ
三
業
を
起
さ
ば
必
ず
須
く
真
実
な
る
べ
し
」
（
『
浄
土
真
宗
聖

典
」
七
祖
篇
七
一
一
一
六
）
と
読
む
の
が
『
往
生
札
讃
』
の
当
面
で
あ
ろ
う
。
三
業
そ
ろ
え
て
真
実
で
あ
る
こ
と
が
至
誠
心
で
あ
る
な
ら
ば
、

煩
悩
具
足
の
凡
夫
に
は
到
底
か
な
わ
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
元
祖
は
独
自
の
釈
を
な
さ
れ
て
あ
る
。

ま
ず
第
一
に
『
選
択
集
」
「
三
心
章
」
に
、

一
少
是
更
不
可
。
因
翠
欲
生
極
楽
之
人
、
全
可
具
足
三
心
也
。

一
少
け
ぬ
れ
ば
是
更
に
不
可
な
り
。
革
に
因
て
極
楽
に
生
れ
ん
と
欲
は
ん
之
人
は
、
全
く
三
心
を
具
足
す
可
し

明
知
、

（
「
真
聖
全
』

一
九
六
六
）

明
か
に
知
ん
ぬ
、

也

と
あ
り
、
至
誠
心
の
釈
と
し
て
は
、

至
誠
心
者
是
真
実
心
也
。
其
相
如
彼
丈
。
但
外
現
賢
善
精
進
相
内
懐
虚
仮
者
、
外
者
対
内
之
辞
也
、
謂
外
相
与
内
心
不
調
之
意
。

（
『
真
聖
全
」

一
ー
ー
九
六
六
・
七
）

至
誠
心
と
は
是
真
実
心
也
。
其
の
相
彼
の
丈
の
如
し
。
但
し
外
に
賢
主
口
精
進
の
相
を
現
じ
内
に
虚
仮
を
懐
く
と
い
ふ
は
、
外
と
は

内
に
対
す
る
之
辞
也
、
謂
く
外
相
と
内
心
と
調
は
不
る
之
意
な
り
。

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
外
相
と
内
心
と
の
調
和
を
以
っ
て
真
実
心
で
あ
る
と
し
、
外
相
と
内
心
の
不
調
を
以
っ
て
虚
偽
の
心
と
す
る

釈
で
あ
る
。
便
宜
上
、
数
字
を
い
れ
て
の
べ
る
。

（
1
）
即
是
外
智
、
内
愚
也
。
賢
者
対
愚
之
辞
也
、
謂
外
是
賢
、
内
即
愚
也
。
善
者
対
悪
之
辞
也
、
謂
外
是
善
、
内
即
悪
也
。
精

進
者
対
慨
怠
之
辞
也
、
謂
外
示
精
進
相
、
内
即
懐
悌
怠
心
也
。

（
2
）
若
夫
翻
外
蓄
内
者
、
砥
応
備
出
要
。

内
懐
虚
仮
等
者
、
内
者
対
外
之
辞
也
。
謂
内
心
与
外
相
不
調
之
意
。

（
3
）
即
是
内
虚
、
外
実
也
。
虚
者
対
実
之
辞
也
。
謂
内
虚
、
外
実
者
也
。
仮
者
対
真
之
辞
也
。
謂
内
仮
、
外
真
也
。



（
4
）
若
夫
翻
内
播
外
者
、
亦
可
足
出
要
。

（
『
真
聖
全
」

一il
l

－
九
六
七
）

（

1
）
 

即
ち
H
疋
外
は
智
、

内
は
愚
也
。
賢
と
は
愚
に
対
す
る
之
辞
也
、
謂
く
外
は
口
疋
賢
、
内
は
即
ち
愚
也
。
善
と
は
悪
に
対
す
る

之
辞
也
、
謂
外
は
是
菩
、

内
は
即
ち
悪
也
。
精
進
と
は
慨
怠
に
対
す
る
之
辞
也
、
謂
く
外
に
は
精
進
の
相
を
一
不
し
、
内
に

は
即
ち
際
怠
の
心
を
懐
く
也
。

（
2
）
若
し
夫
れ
外
を
翻
し
て
内
に
蓄
へ
ば
、

祇
に
応
に
出
要
に
備
へ
つ
べ
し
。

内
に
虚
仮
を
懐
く
等
と
は
、
内
と
は
外
に
対
す
る
之
辞
也
。
謂
く
内
心
と
外
相
と
調
は
不
る
之
意
な
り
。

（
3
）
即
ち
是
内
は
虚
、
外
は
実
也
。
虚
と
は
実
に
対
す
る
之
辞
也
。
謂
く
内
は
虚
、
外
は
実
な
る
者
也
。
仮
と
は
真
に
対
す
る

之
辞
也
。
謂
く
内
は
仮
、
外
は
真
也
。

（
4
）
若
し
夫
れ
内
を
翻
し
て
外
に
播
さ
ば
、
亦
出
要
に
足
ん
ぬ
可
し
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
（
1
）
と
（
3
）
は
外
が
賢
で
あ
り
実
で
あ
り
、
内
が
愚
で
あ
り
虚
で
あ
る
。
こ
れ
は
内
外
が
不
調
で
あ
り
虚
仮
の

相
で
あ
る
。

は
外
は
賢
で
あ
り
、
内
も
賢
で
あ
る
。
ま
た
（
4
）
は
外
は
愚
（
虚
）
で
あ
り
内
も
愚
（
虚
）
で
あ
る
。
善

人
は
善
人
の
ま
ま
、
悪
人
は
悪
人
の
ま
ま
す
く
わ
れ
て
い
く
と
い
う
の
が
念
仏
の
教
え
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
凡
夫
は
凡
夫
の
ま
ま
外

に
賢
善
精
進
の
相
を
現
ぜ
ず
、
内
外
相
応
の
相
を
示
す
の
が
至
誠
心
と
さ
れ
る
。

元
祖
の
至
誠
心
の
釈
は
『
漢
語
灯
録
』
（
「
真
聖
全
」
四
三
五
二
一
）
に
も
見
ら
れ
る
が
内
容
は
同
意
で
あ
る
。
こ
の
「
外
に
賢
善
精

進
の
相
を
現
ぜ
ず
」
と
い
う
態
度
は
『
一
枚
起
請
文
』
の
上
に
も
見
え
る
。

こ
れ
に
対
し
、
（
2
）

念
仏
ヲ
信
セ
ン
人
ハ

た
と
ひ
一
代
ノ
法
ヲ
能
々
学
ス
ト
モ

一
文
不
知
ノ
愚
と
ん
の
身
ニ
ナ
シ
テ
尼
入
道
ノ
無
ち
ノ
と
も
か
ら

只
一
か
う
に
念
仏
す
へ
し

（
「
浄
土
真
宗
聖
典
」
原
典
版
二
二
六
一
）

ニ
同
し
テ

ち
し
ゃ
ノ
ふ
る
ま
い
ヲ
せ
す
し
て

の
語
は
、
至
誠
心
の
釈
と
し
て
窺
い
た
い
。

「
信
巻
」
一
一
一
一
問
答
の
背
景
に
つ
い
て

。
七



「
信
巻
」
一
一
一
一
問
答
の
背
景
に
つ
い
て

0 
入

ま
た
、
「
和
語
灯
録
」
「
七
箇
条
起
請
文
」
に
は
、

真
実
と
い
ふ
は
も
ろ
も
ろ
の
虚
仮
の
心
の
な
き
を
い
ふ
也
。
虚
仮
と
い
ふ
は
、
貧
膜
等
の
煩
悩
を
お
こ
し
て
正
念
を
う
し
な
ふ
を

虚
仮
心
と
釈
す
る
也
。
す
べ
て
も
ろ
／
＼
の
煩
悩
の
お
こ
る
事
は
、
み
な
も
と
貧
眠
を
母
と
し
て
出
生
す
る
な
り
。
貧
と
い
ふ
に

つ
い
て
喜
足
小
欲
の
貧
あ
り
、
不
喜
足
大
欲
の
貧
あ
り
。
い
ま
浄
土
宗
に
制
す
る
と
こ
ろ
は
、
不
喜
足
大
欲
の
貧
煩
悩
也
。
ま
づ

行
者
か
ゃ
う
の
道
理
を
心
え
て
念
仏
す
べ
き
也
。
こ
れ
が
真
実
の
念
仏
に
で
あ
る
也
。
喜
足
小
欲
の
貧
は
く
る
し
か
ら
ず
。
（
中

略
）
ま
ず
生
死
を
い
と
ひ
、
浄
土
を
ね
が
ひ
て
、
往
生
を
大
事
と
い
と
な
み
て
、
も
ろ
／
＼
の
家
業
を
事
と
せ
ざ
れ
ば
、
痴
煩
悩

な
き
也
。
少
々
の
痴
は
往
生
の
さ
わ
り
に
は
な
ら
ず
、
こ
れ
ほ
ど
心
え
つ
れ
ば
、
貧
膜
等
の
虚
仮
の
心
は
う
せ
て
、
真
実
心
は
や

す
く
お
こ
る
也
。
こ
れ
を
浄
土
の
菩
提
心
と
い
ふ
な
り
。
詮
ず
る
と
こ
ろ
、
生
死
の
報
を
か
ろ
し
め
、
念
仏
の
一
行
を
は
げ
む
が

ゆ
へ
に
、
真
実
心
と
は
い
ふ
也
。

と
あ
り
、
煩
悩
を
喜
足
小
欲
の
貧
と
不
喜
足
大
欲
の
貨
と
に
分
別
さ
れ
て
あ
る
。
い
ま
浄
土
宗
で
往
生
の
障
り
と
な
る
の
は
不
喜
足
大

欲
の
貨
で
あ
り
、
「
生
死
を
い
と
ひ
、
浄
土
を
ね
が
ひ
て
、
往
生
を
大
事
」
と
す
る
こ
こ
ろ
の
無
き
貧
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
念
仏

の
一
行
を
は
げ
み
な
が
ら
の
喜
足
小
欲
の
貧
は
往
生
の
障
り
と
な
ら
な
い
と
き
れ
る
。

（
『
真
聖
人
王
』
四
｜
六
O
二）

こ
の
二
つ
の
釈
は
真
実
心
と
い
っ
て
も
、
と
も
に
凡
夫
相
応
の
真
実
心
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
元
祖
の
苦
心
の
後
が
窺
え
る
。
「
散
善

義
」
の
至
誠
心
の
釈
を
種
々
の
解
釈
に
よ
っ
て
凡
夫
相
応
の
真
実
心
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
さ
れ
て
あ
る
。

鎮
西
義
で
は
こ
の
二
つ
の
釈
を
も
っ
て
至
誠
心
と
さ
れ
る
。
杉
紫
朗
師
の
『
西
鎮
教
義
概
論
」
の
鎮
西
義
の
三
心
釈
に
「
浄
土
宗
行

（

4
）
 

者
用
意
問
答
』
を
引
用
し
て
、

至
誠
心
と
は
真
実
の
心
と
云
ふ
こ
と
な
り
、
凡
そ
人
の
心
に
真
あ
り
偽
あ
り
、
君
臣
夫
婦
み
な
其
心
あ
る
が
如
く
、
往
生
を
欣
ふ

心
ま
で
も
こ
の
二
つ
あ
り
、
そ
の
偽
れ
る
を
虚
仮
心
と
名
づ
く
、
内
は
名
利
の
心
に
住
し
な
が
ら
外
に
往
生
を
願
ふ
由
を
も
て
な

し
て
三
業
精
進
の
人
よ
と
云
は
る
、
を
虚
仮
心
と
云
ふ
な
り
、
此
人
は
往
生
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、
実
あ
る
を
ば
至
誠
心
と
名
づ



く
、
内
外
相
応
ひ
て
三
業
の
勤
め
外
を
飾
ら
ず
、
真
実
に
往
生
の
為
め
と
思
ふ
を
至
誠
心
と
云
ふ
な
り

（
九
五
）

と
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
真
実
心
で
は
た
し
て
成
仏
の
因
と
な
り
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
『
御
伝
妙
」
（
上
）
第
七
段
に
元
祖
と
宗
祖
の
信
心
一
異

の
問
答
が
出
さ
れ
て
あ
る
。

大
師
聖
人
ま
さ
し
く
仰
ら
れ
て
云
、
信
心
の
か
は
る
と
ま
う
す
は
、
自
力
の
信
に
と
り
て
の
こ
と
な
り
、
す
な
は
ち
智
慧
各
別
な

る
ゆ
へ
に
、
信
ま
た
各
別
な
り
、
他
力
の
信
心
は
、
善
悪
の
凡
夫
と
も
に
仏
の
か
た
よ
り
た
ま
は
る
信
心
な
れ
ば
、
源
空
が
信
心

も
善
信
一
房
の
信
心
も
、
さ
ら
に
か
は
る
べ
か
ら
ず
、
た
ず
ひ
と
つ
な
り
。
（
「
真
聖
全
」
三
1

六
四
五
・
六
）

と
あ
り
、
こ
こ
に
「
智
慧
各
別
・
信
各
別
」
の
語
が
あ
る
「
化
巻
」
に
は
、

二
種
三
心
者
、
一
者
定
三
心
、
二
者
散
三
心
。
定
散
心
者
、
即
自
利
各
別
心
也
。
（
『
真
聖
全
』
二
｜
一
五
四
）

二
種
の
三
心
と
者
、
一
者
定
の
三
心
、
二
者
散
三
心
な
り
。
定
散
の
心
者
、
即
自
利
各
別
の
心
也
。

と
あ
り
、
「
各
別
の
心
」
と
は
自
力
の
心
で
あ
る
。
こ
の
各
別
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
り
、
一
つ
は
つ
二
心
各
別
」
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
「
化
巻
」
に
、
「
諸
機
＝
了
心
、
自
利
各
別
而
非
利
他
一
心
」
（
「
真
聖
全
』
一
一
一
四
七
）
（
諸
機
の
三
心
は
、
自
利
各
別
に
し
て
利

他
の
一
心
に
非
ず
。
）
と
あ
る
。
第
二
に
「
所
機
各
別
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
「
愚
禿
紗
』
に
、

窃
按
『
観
経
』
三
心
往
生
者
、
是
則
諸
機
自
力
各
別
之
三
心
也
。
（
『
真
聖
全
』
二
｜
四
七
八
）

窃
に
『
観
経
』
の
三
心
往
生
を
按
ず
れ
者
、
是
れ
則
ち
諸
機
自
力
各
別
之
三
心
也
。

と
あ
る
。
も
し
、
至
誠
心
が
凡
夫
相
応
の
真
実
心
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
三
心
各
別
・
諸
機
各
別
」
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
な
が
ら
、
元
祖
に
は
も
う
一
つ
の
至
誠
心
の
釈
が
あ
る
。
「
三
心
料
簡
事
」
に
は
至
誠
心
の
真
実
に
つ
い
て
、

然
則
今
此
至
誠
心
中
所
嫌
之
虚
仮
行
者
、
余
善
諸
行
也
。
三
業
精
進
難
勤
、
内
貧
眠
邪
偽
等
血
毒
雑
故
、
名
雑
毒
之
善
、
名
雑
毒

之
行
、
云
往
生
不
可
也
。
（
中
略
）
次
所
選
取
之
真
実
者
、
本
願
功
徳
即
正
行
念
仏
也
。
是
以
玄
義
分
云
。
（
中
略
）
是
以
今
丈
正

「
信
巻
」
二
二
問
答
の
背
景
に
つ
い
て

。
九



「
信
巻
」
一
三
問
答
の
背
景
に
つ
い
て

。

由
彼
阿
弥
陀
仏
因
中
行
菩
薩
行
時
、
乃
至
一
念
一
利
那
三
業
所
修
、
皆
目
疋
真
実
心
中
作
云
々
。
由
阿
弥
陀
仏
国
中
真
実
心
中
、
作

行
悪
不
雑
之
善
故
云
真
実
也
。
其
義
以
何
得
知
。
次
釈
、
凡
所
施
為
趣
求
亦
皆
真
実
文
。
此
以
真
実
施
者
、
施
何
者
云
、
深
心
二

種
釈
第
一
罪
悪
生
死
凡
夫
云
施
此
衆
生
也
。
造
悪
之
凡
夫
即
可
由
此
真
実
之
機
也
。
（
「
法
全
」
四
四
八
・
九
）

然
則
今
此
至
誠
心
の
中
嫌
う
所
之
虚
仮
の
行
と
者
、
余
善
諸
行
也
。
三
業
に
精
進
勤
と
難
も
、
内
に
貧
眠
邪
偽
等
の
血
毒
雑
わ
る

故
に
、
雑
毒
之
善
と
名
く
、
雑
毒
之
行
と
名
て
、
往
生
不
可
と
云
也
。
（
中
略
）
次
選
取
所
之
真
実
と
者
、
本
願
の
功
徳
即
正
行

念
仏
也
。
是
以
玄
義
分
云
。
（
中
略
）
是
以
今
丈
に
正
く
彼
阿
弥
陀
仏
国
中
に
菩
薩
行
を
行
時
、
乃
至
一
念
一
利
那
も
三
業
修
所
、

皆
是
れ
真
実
心
の
中
に
作
す
に
由
べ
し
云
々
。
阿
弥
陀
仏
因
中
真
実
心
中
、
作
行
こ
そ
悪
雑
は
ら
ざ
る
之
善
な
る
が
故
真
実
と
云

う
に
由
べ
し
也
。
其
義
何
を
以
て
知
る
を
得
。
次
の
釈
、
凡
そ
施
為
趣
求
所
亦
皆
真
実
丈
。
此
の
真
実
を
以
て
施
と
者
、
何
者
に

施
す
云
へ
は
、
深
心
の
二
種
の
釈
第
一
罪
悪
生
死
凡
夫
と
云
へ
る
此
衆
生
に
施
也
。
造
悪
之
凡
夫
即
此
真
実
に
由
可
き
之
機
也
。

と
あ
る
。
こ
の
「
二
一
心
料
簡
事
」
は
冒
頭
に
、
「
先
浄
土
悪
雑
韮
宜
早
水
以
不
可
生
知
」
（
『
同
』
四
四
八
）
（
先
づ
浄
土
に
は
悪
の
雑
わ
る
善

は
永
以
生
べ
か
ら
ず
知
る
べ
し
）
と
あ
り
、
先
の
「
漢
語
灯
録
」
「
和
語
灯
録
」
の
凡
夫
相
応
の
真
実
心
と
は
違
う
扱
い
を
さ
れ
て
あ

る
。
そ
し
て
真
実
と
は
本
願
の
功
徳
・
正
行
念
仏
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
真
実
心
を
施
す
相
手
と
し
て
深
心
釈
の
機
の
深
信
が
出
さ
れ

で
あ
る
。

元
祖
の
う
え
に
如
来
の
真
実
心
を
も
ち
い
る
と
言
う
考
え
は
『
選
択
集
」
「
本
願
章
」
の
勝
易
の
二
徳
に
で
て
い
る
。
余
行
に
対
し

念
仏
の
勝
の
徳
と
し
て
、

勝
劣
者
、
念
仏
是
勝
、
余
行
是
劣
。
所
以
者
何
。
名
号
者
是
万
徳
之
所
帰
也
。
然
則
弥
陀
一
仏
所
有
四
智
・
三
身
・
十
力
・
四
無

畏
等
一
切
内
証
功
徳
、
相
好
・
光
明
・
説
法
・
利
生
等
一
切
外
用
功
徳
、
皆
悉
摂
在
阿
弥
陀
仏
名
号
之
中
。
故
名
号
功
徳
、
日
夜
為

（
「
真
聖
人
王
』
一
九
四
二
了
四
）

勝
劣
と
は
、
念
仏
は
是
勝
、
余
行
は
是
劣
な
り
。
所
以
は
何
ん
。
名
号
は
是
万
徳
之
帰
す
る
所
也
。
然
れ
ば
則
ち
弥
陀
一
仏
の
所

勝
也
。



有
田
知
日
・
三
身
・
十
力
・
四
無
長
等
の
一
切
の
内
証
の
功
徳
、
相
好
・
光
明
・
説
法
・
利
生
等
の
一
切
の
外
用
の
功
徳
、
皆
悉
く

阿
弥
陀
仏
の
名
号
之
中
に
摂
在
す
。
故
に
名
号
の
功
徳
、
最
も
勝
れ
た
り
と
為
す
也
。

と
、
名
号
に
弥
陀
仏
の
知
日
慧
・
慈
悲
が
摂
在
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
説
か
れ
て
い
る
。

宗
祖
は
「
散
善
義
」
の
至
誠
心
釈
の
文
の
「
須
」
を
「
す
べ
か
ら
く
j
す
べ
し
」
と
読
ま
ず
、
「
も
ち
い
る
」
と
読

i
u、
ま
た

（

6
）
 

「
施
以
趣
求
」
を
「
施
し
た
も
う
と
こ
ろ
、
趣
求
を
な
す
」
と
読
ま
れ
、
至
誠
心
と
は
如
来
の
真
実
心
を
凡
夫
が
信
受
す
る
か
ら
こ
そ

衆
生
の
上
に
真
実
心
が
あ
る
と
見
ら
れ
た
。
そ
れ
は
元
祖
の
上
に
も
そ
の
考
え
が
あ
っ
た
よ
う
に
窺
え
る
。
た
だ
、
こ
の
た
び
の
小
論

で
は
論
の
立
て
方
か
ら
し
て
、
前
義
の
「
至
誠
心
と
は
凡
夫
相
応
の
真
実
心
」
と
い
う
所
に
絞
っ
て
進
め
た
い
。

因
み
に
法
然
門
下
で
至
誠
心
を
「
如
来
の
真
実
心
を
も
ち
い
る
」
と
同
義
に
さ
れ
た
の
は
隆
寛
で
あ
る
。
『
目
一
ハ
三
心
義
』
に
、

以
凡
夫
心
不
為
真
実
以
弥
陀
願
為
真
実
帰
真
実
願
之
心
故
約
所
帰
之
願
名
真
実
心
（
「
隆
寛
律
師
の
浄
土
教
附
遺
文
集
』
四
）

凡
夫
心
を
も
っ
て
真
実
と
為
す
に
は
あ
ら
ず
弥
陀
の
願
を
も
っ
て
真
実
と
為
す
真
実
の
願
に
帰
す
る
の
心
が
故
に
所
帰
の
願
に

約
し
て
真
実
心
と
名
づ
く

と
あ
り
、
ま
た
「
極
楽
浄
土
宗
義
』
に
は
、

指
弥
陀
本
願
名
為
真
実

帰
真
実
願
之
心
故
随
所
帰
願
以
能
帰
心
以
真
実
心
也

真
実
願
に
帰
す
る
之
心
な
る
が
故
に
所
帰
の
願
に
随
が
っ
て
能
帰
の
心
を
以
て
真
実

（
『
同
』
一
一
一
）

弥
陀
の
本
願
を
指
し
て
名
て
真
実
と
為
す

心
と
為
す
る
な
り

と
あ
る
。
隆
寛
は
如
来
の
真
実
心
に
帰
す
る
衆
生
の
能
帰
の
心
を
も
っ
て
、
真
実
心
と
さ
れ
て
い
る
。

「
信
巻
」
一
一
一
一
問
答
の
背
景
に
つ
い
て



「
信
巻
」
三
一
問
答
の
背
景
に
つ
い
て

四
、
元
祖
の

「
深
心
釈
」
「
回
向
発
願
心
釈
」

一
冗
祖
の
深
心
の
釈
と
し
て
は
「
選
択
集
』
に
、

次
深
心
者
、
謂
深
信
之
心
。
当
知
、
生
死
之
家
以
疑
為
所
止
、
浬
繋
之
域
以
信
為
能
入
。
故
今
建
立
二
種
信
心
、
決
定
九
品
往
生

者

也

。

（

『

真

聖

全

』

一

九

六

七

）

次
に
深
心
と
は
、
謂
く
深
信
之
心
な
り
。
当
に
知
る
べ
し
、
生
死
之
家
に
は
疑
を
以
て
所
止
と
為
し
、
浬
繋
之
城
に
は
信
を
以
て

能
入
と
為
す
。
故
に
今
二
種
の
信
心
を
建
立
し
て
、
九
品
の
往
生
を
決
定
す
る
者
也
。

と
信
疑
決
判
の
文
が
出
さ
れ
る
。
『
漢
語
録
灯
」
（
『
真
聖
全
」
四
｜
三
五
三
）
も
同
意
で
あ
る
。
『
和
語
灯
録
」
「
七
箇
条
起
請
文
」
に

l土

二
に
深
心
と
い
ふ
は
、
ふ
か
く
念
仏
を
信
ず
る
心
な
り
。
ふ
か
く
念
仏
を
信
ず
と
い
ふ
は
、
余
行
な
く
一
向
に
念
仏
に
な
る
也
。

も
し
余
行
を
か
ぬ
れ
ば
、
深
心
か
け
た
る
行
者
と
い
ふ
也
。
詮
ず
る
と
こ
ろ
、
釈
迦
の
浄
土
三
部
経
は
、
ひ
と
へ
に
念
仏
の
一
行

を
と
く
と
心
え
、
弥
陀
の
四
十
八
願
は
、
称
名
の
一
行
を
本
願
と
す
と
心
え
て
、
ふ
た
心
な
く
念
仏
す
る
を
、
深
心
具
足
と
い
ふ

な
り
。

（
『
真
聖
全
』
四
六
O
二
・
二
一
）

と
あ
り
、
余
行
を
交
え
ず
、
念
仏
一
行
を
「
念
仏
往
生
」
と
信
じ
る
を
深
心
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
三
心
の
関
係
は
、
『
和
語
灯
録
』
の
観
経
釈
に
、

三
心
と
い
は
、

一
に
は
至
誠
心
、

二
に
は
深
心
、
三
に
は
回
向
発
願
心
な
り
。
コ
了
h
u

は
ま
ち
／
＼
に
わ
か
れ
た
り
と
い
へ
ど
も
、

要
を
と
り
詮
を
え
ら
ん
で
こ
れ
を
い
え
ば
、
深
心
に
お
さ
め
た
り
。

（
「
真
聖
全
」
四
｜
五
五
五
）

と
深
心
に
摂
め
で
あ
る
。
そ
れ
は
宗
祖
の
言
わ
れ
る
三
心
即
一
の
心
と
い
う
よ
り
は
、
先
に
述
べ
た
『
一
枚
起
請
文
』
の
立
場
、



た
、
往
生
極
楽
の
た
め
ニ
ハ
南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
て

疑
な
く
往
生
ス
ル
ソ
ト
思
と
り
テ
申
外
一
一
ハ
別
の
子
さ
い
候
は
す

（
『
浄
土
真
宗
聖
典
」
原
典
版
二
二
六
一
）

の
「
疑
な
く
往
生
ス
ル
ソ
ト
思
ひ
と
り
テ
」
の
深
信
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
元
祖
の
回
向
発
願
心
の
釈
は
ま
ず
『
選
択
集
」
に
は
、
「
回
向
発
願
心
之
義
、
不
可
侠
別
釈
。
」
（
『
真
聖
全
』

（
回
向
発
願
心
之
義
、
別
の
釈
を
侠
つ
可
か
ら
ず
o
）
と
あ
り
、
『
漢
語
灯
録
』
（
『
真
聖
人
王
』
四
｜
一
一
一
五
一
一
一
）
も
同
意
で
あ
る
。
『
和
語
灯

一l
l
九
六
七
）

録
』
（
『
真
聖
全
』
四

l
五
六
二
）
に
は
、

回
向
発
願
心
と
い
は
、
人
ご
と
に
具
し
つ
べ
き
事
な
り
。
国
土
の
快
楽
を
き
、
て
た
れ
か
ね
が
は
ざ
ら
ん
や
。
そ
も
／
＼
か
の
国

土
に
九
品
の
差
別
あ
り
。
わ
れ
ら
は
い
づ
れ
の
品
を
か
期
す
べ
き
。
善
導
和
尚
の
御
心
は
「
極
楽
弥
陀
は
報
仏
報
士
也
。
未
断
惑

の
凡
夫
す
べ
て
む
ま
る
べ
か
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
弥
陀
の
別
願
不
思
議
に
て
、
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、

一
念
・
十
念
し
て
む
ま
る
」

と
釈
し
給
へ
り
。
（
中
略
）
願
力
に
よ
て
む
ま
れ
ば
な
ん
ぞ
上
品
に
す
冶
ま
ん
事
を
か
た
し
と
せ
ん
。
惣
じ
て
は
弥
陀
浄
土
を
ま

（
「
真
聖
全
』
四
五
六
二
）

う
け
給
事
は
願
力
の
成
就
す
る
ゆ
え
な
り
。

（

8
）
 

と
あ
り
、
「
人
ご
と
に
具
し
つ
べ
き
」
の
語
が
見
え
る
。
ま
た
『
和
語
灯
録
』
「
七
箇
条
起
請
文
」
に
は
、

三
に
回
向
発
願
心
と
い
ふ
は
、
無
始
よ
り
こ
の
か
た
の
所
作
の
も
ろ
／
＼
の
善
根
を
、
ひ
と
へ
に
往
生
極
楽
と
い
の
る
也
。
又
つ

ね
に
退
す
る
事
な
く
念
仏
す
る
を
、
回
向
発
願
心
と
い
ふ
な
り
。

（
「
真
聖
全
』
四

l
六
O
三）

と
あ
り
、
こ
れ
は
衆
生
の
回
向
心
、
菩
提
回
向
で
あ
る
。
元
祖
の
三
心
釈
を
概
観
す
れ
ば
凡
夫
の
発
す
凡
夫
相
応
の
三
心
で
あ
り
、
総

じ
て
い
え
ば
、
「
念
仏
往
生
」
と
深
信
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
「
三
心
料
簡
事
」
に
は
、

回
向
発
願
心
始
、
真
実
深
信
中
回
向
云
事
、
此
三
心
中
、
回
向
云
心
也
。
去
過
今
生
諸
善
者
、
三
心
巳
前
功
徳
取
返
極
楽
団
向
云

也
。
全
三
心
後
非
云
行
諸
善
也
。

回
向
発
願
心
の
始
に
、
真
実
深
信
中
国
向
云
事
、
此
は
コ
了
心
の
中
、
回
向
云
心
也
。
去
過
今
生
諸
善
者
、
三
心
己
前
の
功
徳
を
取

（
「
法
全
』
四
四
九
）

「
信
巻
」
一
一
一
一
問
答
の
背
景
に
つ
い
て

一



「
信
巻
」
一
一
一
一
問
答
の
背
景
に
つ
い
て

同

返
し
て
極
楽
に
回
向
せ
よ
と
云
也
。
全
三
心
の
後
に
諸
善
を
行
ず
と
云
に
非
ず
也
。

と
あ
り
、
コ
一
心
巳
前
の
功
徳
は
極
楽
に
回
向
す
る
が
、
三
心
巳
後
は
「
諸
善
を
行
ず
と
云
に
非
ず
」
と
さ
れ
る
。

「
選
択
集
」
の
「
別
の
義
を
侯
つ
べ
か
ら
ず
」
と
は
い
か
な
る
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
「
二
行
章
」
に
は
五
番
の
相
対
と
し
て
、

第
四
不
回
向
回
向
対
者
、
修
正
助
二
行
者
、
縦
令
別
不
周
囲
向
、
自
然
成
往
生
業
。
（
中
略
）
次
回
向
者
、
修
雑
行
者
、
必
用
回

向
之
時
、
成
往
生
之
因
。
若
不
用
回
向
之
時
、
不
成
往
生
之
因
。

（
『
真
聖
全
』

一
ー
ー
九
三
七
・
八
）

第
四
に
不
回
向
田
向
対
と
い
ふ
は
、
正
助
二
行
を
修
す
る
は
、
縦
令
ひ
別
に
回
向
を
用
ひ
ざ
れ
ど
も
、
自
然
に
往
生
の
業
と
成
る
。

（
中
略
）
次
に
回
向
と
い
ふ
は
、
雑
行
を
修
す
る
者
は
、
必
ず
回
向
を
用
ふ
る
之
時
、
往
生
之
因
と
成
る
。
若
し
回
向
を
用
ひ
ざ

る
之
時
は
、
往
生
之
因
と
成
ら
ず
。

と
不
回
向
の
義
が
と
か
れ
、
雑
行
は
回
向
を
用
い
る
が
、
正
行
は
回
向
を
用
い
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
文
を
承
け
て
宗
祖
は

「
行
巻
」
に
、
「
非
凡
聖
自
力
之
行
、
故
名
不
回
向
之
行
也
」
（
『
真
聖
全
』
二
二
一
三
）
（
凡
聖
自
力
之
行
に
非
ず
、
故
に
不
回
向
之
行

と
名
る
也
）
と
釈
さ
れ
て
い
る
。

先
の
『
漢
語
灯
録
』
「
観
経
釈
」
の
、

凡
一
二
心
通
万
行
故
、
益
口
導
和
尚
釈
此
三
心
、
以
正
行
・
雑
行
二
行
。

凡
そ
三
心
は
万
行
に
通
ず
る
故
に
、
最
宜
巳
導
和
尚
は
此
の
二
了
心
を
釈
す
る
に
、
正
行
・
雑
行
の
二
行
を
以
て
す
。

と
い
う
丈
に
よ
れ
ば
、
「
一
二
心
は
万
行
に
通
ず
」
と
あ
る
。
「
別
の
義
を
侠
つ
べ
か
ら
ず
」
と
は
、
通
途
の
回
向
と
同
じ
と
い
う
意
味
と

も
と
れ
る
が
、
「
二
行
章
」
の
意
に
よ
れ
ば
、
雑
行
は
回
向
を
用
い
る
が
念
仏
は
回
向
を
用
い
ざ
れ
ど
も
往
生
の
業
と
な
る
、
と
い
う

（
「
真
聖
全
』
凹
l
三
五
二
）

意
味
に
も
窺
え
る
。



主士
市口

宗
祖
は
「
信
巻
」
三
心
一
心
問
答
に
お
い
て

『
大
経
」
の
三
心
が
信
楽
の
了
心
に
摂
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
分
別
す
る

と
（

1
）
弥
陀
の
名
号
法
を
衆
生
が
信
受
す
る
の
は
機
上
に
お
い
て
は
信
楽
一
心
で
あ
る
。

一
心
正
因

（

2
）
そ
の
名
号
の
中
身
は
如
来
の
智
慧
心
と
慈
悲
心
で
あ
り
、

そ
れ
を
衆
生
が
領
受
す
る
こ
と
で
往
生
成
仏
の
因
と
な
る
。

・
・
・
・
・
・
約
仏
の
三
心

（

3
）
そ
れ
は
衆
生
の
上
に
置
い
て
は
仏
智
を
頂
戴
し
た
真
実
心
が
満
入
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
衆
生
の
上
に
は
無
疑
の
信
相
と

な
っ
て
あ
ら
わ
れ
、
浄
土
を
期
す
る
欲
生
心
と
な
る
。

約
生
の
三
心

の
三
つ
で
あ
る
。

元
祖
は
浄
土
宗
を
独
立
さ
れ
た
。
そ
れ
は
「
念
仏
一
行
」
こ
そ
が
往
生
の
閃
で
あ
り
、
そ
れ
は
法
蔵
菩
薩
が
念
仏
一
行
を
選
択
さ
れ

た
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
弥
陀
の
浄
土
に
往
生
す
る
と
言
う
法
円
で
あ
る
が
、
直
ち
に
成
仏
の
法
円
で
あ
る
と
は
言

い
難
い
。
も
し
、
弥
陀
の
浄
土
に
往
生
し
た
後
、
彼
の
土
で
ま
た
六
波
羅
蜜
を
行
じ
て
そ
の
後
成
仏
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
で
は

念
仏
は
や
は
り
手
段
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
聖
道
門
か
ら
の
批
判
を
受
け
た
元
祖
の
あ
と
、
念
仏
一
行
が
往
生
成
仏
の
因
で
あ
る
と
言
う

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
責
任
が
宗
祖
に
は
あ
っ
た
。
こ
の
「
念
仏
一
行
」
は
「
一
心
正
因
」
の
仏
道
で
あ
り
、
そ
の
一
心
は
大
菩
提
心

（

9
）
 

で
あ
る
事
を
明
ら
か
に
さ
れ
よ
う
と
し
た
。

衆
生
が
領
受
す
る
の
が
信
心
で
あ
る
と
一
不
さ
れ
る
。
そ
れ
は
『
論
』
・
「
論
註
』

宗
祖
は
そ
の
こ
と
を
二
二
問
答
の
法
義
釈
で
説
明
さ
れ
る
。
「
散
善
義
」
の
丈
を
用
い
て
三
心
を
約
仏
・
約
生
に
配
当
し
、
仏
心
を

の
指
南
に
よ
る
。
『
論
』
に
と
か
れ
る
五
念
門
行
を
宗

「
信
巻
」
二
二
問
答
の
背
京
に
つ
い
て

一
一
五



「
信
巻
」
一
三
問
答
の
背
景
に
つ
い
て

ムノ、

祖
は
願
生
行
者
の
五
念
門
行
で
は
な
く
、
法
蔵
菩
薩
の
五
念
門
行
と
さ
れ
た
。
『
入
出
二
円
借
」
に
「
願
力
成
就
名
五
念
」
（
「
真
聖
全
』

二
四
八
二
）
と
示
さ
れ
て
い
る
。
「
二
二
問
答
」
で
そ
の
名
号
願
力
を
領
受
し
た
衆
生
の
上
に
如
来
の
自
利
・
利
他
の
徳
が
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

元
祖
は
三
心
釈
、
特
に
至
誠
心
釈
で
は
苦
心
を
さ
れ
、
凡
夫
相
応
の
三
心
釈
を
さ
れ
て
い
る
。
元
祖
は
念
仏
一
つ
で
往
生
す
る
法
門

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
宗
祖
は
、
何
故
念
仏
一
つ
で
往
生
成
仏
す
る
の
か
を
元
祖
が
苦
心
を
さ
れ
た
三
心
釈
の
所
に
「
論
』
・
哀
柵
註
」

の
釈
を
通
し
て
念
仏
の
真
実
性
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
元
祖
の
三
心
釈
を
ど
の
よ
う
に
見
る
か
、
と
一
言
う
こ
と
で
あ
る
が
、
元
祖
の
＝
一
心
釈
は
あ
く
ま
で
凡
夫
相
応
の
三
心
で
あ

り
、
宗
祖
が
説
か
れ
る
よ
う
な
成
仏
の
因
た
る
三
心
は
説
か
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
ま
だ
元
祖
の
釈
は
真
仮
未
分
で
あ
り
、
宗
祖
に
お

い
て
、
仏
の
本
音
、
（
本
願
力
回
向
の
大
行
）
が
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
考
え
も
あ
る
。
ま
た
元
祖
の
釈
に
は
仏
国
向
の
三
心
と
い
う
表

現
は
無
い
が
、
当
然
義
と
し
て
は
あ
り
、
そ
れ
を
宗
祖
が
継
承
さ
れ
た
と
も
窺
え
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
「
具
此
三
心
必
得
生
也
。
若
少
一
心
即
不
得
生
」
（
「
往
生
札
讃
』
『
真
聖
全
』

し
、
三
心
即
一
の
信
楽
こ
そ
が
往
生
成
仏
の
因
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
自
利
・
利
他
の
徳
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
の

一
六
四
九
）

の
文
に
対

が
親
鷲
聖
人
の
「
一
二
心
一
心
問
答
」
で
あ
る
。

註（
I
）

「
一
枚
起
請
文
』
は
元
祖
最
晩
年
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
奥
書
に
、

浄
土
宗
ノ
安
心
起
行
此
一
紙
二
至
極
セ
リ
源
空
カ
所
存
此
外
二
八
王
ク
別
義
を
存
セ
ス
滅
後
ノ
邪
義
ヲ
ふ
せ
か
ん
カ
為
メ
ニ

所
存
を
記
し
畢
建
暦
二
年
正
月
二
十
三
日
（
『
浄
土
真
宗
聖
典
』
原
典
版
一
一
一
一
六
一
）

と
あ
る
か
ら
、
元
祖
の
結
論
と
し
て
の
領
解
を
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
論
註
」
八
番
問
答
（
「
真
聖
人
王
』
一
ー
ー
三
O
七
1
三
↓
一
）
に
お
い
て
、
「
大
』
・
『
観
』
二
経
の
所
被
の
機
の
違
い
に
つ
い
て
は
第

一
・
第
二
問
答
、
「
誇
法
不
生
」
は
第
三
了
四
・
五
問
答
で
説
か
れ
る
。

（

2
）
 



（

3
）
 

た
だ
、
経
典
そ
の
も
の
を
見
る
と
、
『
大
経
」
の
三
心
と
「
観
経
』
の
三
心
と
は
説
か
れ
方
は
同
じ
で
は
な
い
。
「
観
経
」
の
三
心
は

章
提
希
夫
人
に
対
し
て
釈
尊
が
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
『
大
経
』
の
三
心
は
法
蔵
菩
薩
が
世
自
在
王
仏
の
前
で
発
願
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
私
は
こ
の
よ
う
な
仏
と
な
り
て
、
衆
生
を
救
い
た
い
」
と
法
蔵
菩
薩
が
誓
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

浄
土
宗
鎮
西
派
二
祖
、
良
忠
師
著
。

『
真
聖
人
玉
」
二
五
一
、
「
信
巻
」
で
「
必
須
真
実
心
中
作
」
を
「
必
ず
真
実
心
の
中
に
作
し
た
ま
へ
る
を
須
い
る
」
と
訓
ま
れ
て
い

る。「
同
」
五
二
、
「
信
巻
」
で
「
凡
所
施
為
趣
求
」
を
「
凡
そ
施
し
た
ま
ふ
所
趣
求
を
為
す
」
と
訓
ま
れ
て
い
る
。

た
だ
、
こ
の
釈
が
宗
祖
の
至
誠
心
釈
と
同
じ
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
こ
の
違
い
目
を
梯
賓
園
師
は
、

親
驚
聖
人
は
至
心
を
如
来
の
真
実
心
と
し
、
そ
の
真
実
心
を
疑
い
な
く
信
受
す
る
心
を
信
楽
と
い
わ
れ
た
の
に
対
し
て
、
隆
寛

律
師
は
如
来
の
真
実
心
に
帰
す
る
心
を
至
誠
心
と
い
う
と
い
い
、
衆
生
の
能
帰
の
心
と
し
て
更
誠
心
を
語
る
こ
と
で
あ
る
。

（
『
行
信
学
報
」
通
刊
第
二
号
一
八
）

（

4
）
 

（

5
）
 

（

6
）
 

（

7
）
 

（

8
）
 

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
元
祖
に
は
浄
土
に
九
品
の
差
別
を
見
な
い
表
現
も
あ
る
。
『
西
方
指
南
抄
』
「
十
一
箇
条
問
答
」
に
、

問
、
極
楽
に
九
品
の
差
別
の
候
事
は
、
阿
弥
陀
仏
の
か
ま
へ
た
ま
へ
る
こ
と
に
て
候
や
ら
む
。
答
、
極
楽
の
九
品
は
弥
陀
の
本

願
に
あ
ら
ず
、
四
十
八
願
の
中
に
な
し
、
こ
れ
は
釈
尊
の
巧
言
な
り
。
善
人
・
悪
人
一
処
に
む
ま
る
と
い
は
c
、
悪
業
の
も
の

ど
も
、
慢
心
を
お
こ
す
べ
き
が
ゆ
へ
に
、
口
叩
位
差
別
を
あ
ら
せ
て
、
善
人
は
上
品
に
す
、
み
、
悪
人
は
下
品
に
く
だ
る
な
り
と
、

と

き

た

ま

ふ

な

り

。

い

そ

ぎ

ま

い

り

て

み

る

べ

し

云

々

。

（

「

真

聖

全

』

四

一

一

一

四

）

と
あ
る
。

「
信
巻
」
菩
提
心
釈
（
『
真
聖
八
五
』
二
｜
六
九
）
に
、

横
超
者
、
斯
乃
願
力
団
向
之
信
楽
、
是
日
願
作
仏
心
。
願
作
仏
心
即
是
横
大
菩
提
心
、
是
名
横
超
金
剛
心
也
。

横
超
者
、
斯
れ
乃
ち
願
力
団
向
之
信
楽
、
是
を
願
作
仏
心
と
目
、
っ
。
願
作
仏
心
即
日
疋
横
の
大
菩
提
心
な
り
、
是
を
横
超
の
金
剛

心
と
名
る
也
。

と
あ
る
。

直
接
『
論
」
・
「
論
註
』
に
釈
が
あ
る
の
で
は
な
い
。

「
論
』
に
お
い
て
は
「
了
心
」
（
『
真
聖
全
』
一
ー
ー
二
六
九
）
を
以
っ
て
五
念
門
の
行
を
行
ず
る
。
自
利
利
他
円
満
し
て
「
妙
楽
勝
真

（

9
）
 

（
叩
）「

信
巻
」
一
一
一
一
問
答
の
背
景
に
つ
い
て

七



「
信
巻
」
二
二
問
答
の
背
景
に
つ
い
て

心
」
（
「
同
』
二
七
六
）
を
成
ず
る
。
こ
れ
が
大
菩
提
心
で
あ
る
。

『
論
註
』
に
お
い
て
は
「
速
得
成
就
阿
蒋
多
羅
三
貌
三
菩
提
」
は
「
阿
弥
陀
如
来
為
増
上
縁
」
と
あ
り
、

る
（
『
真
聖
人
王
』
一
一
一
一
四
七
）
0

こ
れ
を
承
け
て
宗
祖
は
「
入
出
二
門
偽
』
に
「
願
力
成
就
名
五
念
」
と
示
さ
れ
る
。

｝＼ 二
願
的
証
の
文
が
出
さ
れ


